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★高槻福音自由教会「信徒セミナー」案内
－聖書を学ぶための入門基礎講座ー

1. キリスト教会の歴史入門 (私たち
のアイデンティテーとルーツ）
1. 福音自由教会のルーツ（源流―歴史）

「福音自由教会の信仰」が、福音派の穏健
で中庸な共通項を豊かに保有していること
を確認し、その歴史的遺産を2000年の歴史
の中で論理的・体系的に整理します。「福
音自由教会」が豊かな福音主義の土壌の中
で育まれ、現在に至っていることを理解し
ます。

2. 実施日
全４回（4/24、6/26、8/28、9/25）予定

3. 内 容
○使徒的キリスト教、古代教会の正統信仰、
○宗教改革、近世における教会の流れ ○プロ
テスタント教会の信条・十七世紀の正統主
義、○自由教会の伝統 他

2. キリスト教（聖書）教理入門 (私
たちは何を信じているのか）
1. 聖書の中心となる「聖書」「神」

「キリスト」「聖霊」「人間」
「罪」「救い」「教会」「終末」に
ついてそれぞれの項目ごとに、さら
に、それぞれの関連についてもわか
りやすく学びます。
聖書を論理的、体系的に学ぶ事により信仰
の骨格が健全に成長します。骨格ができれ
ば、それに細かい筋肉や血管や神経網がは
りめぐらされて成長していくことが容易に
なります。

2. 実施日
全８回+α（11/27、2017年１/22、3/26、
5/28、7/23、9/24、11/26、1/26、…）予定

3. 内 容
○神学とは何か、○聖書はどのような書物か、
○神はどのようなお方か、○人間とは何者な
のか、○キリストはどのようなお方か 他



★高槻福音自由教会の歴史『信徒の手引き』より

1. 同じ信仰、同じ霊的遺産、
同じ原則

2. 広い意味と狭い意味
1. 初代教会から

• 宗教改革→英国のピューリタン
(正統主義神学)→バプテスト→敬
虔主義等の諸運動からの影響

2. 19世紀から
• ヨーロッパでの自由教会運動

• 米国でのリバイバリズム運動

• 簡単な規約・細則による組織化

• 神学校の設立:トリニティ神学校
(W.グルーデム著『組織神学』：
正統主義神学)

• TEAM福音同盟宣教団との連携

3. 日本での宣教
1. 1949年9月: C.B.ハンソン師来日

1. 浦和の高校生バイブル・クラスを母
体に最初の教会

2. 1950年11月:京都、高槻、山崎へ

2. 1952年11月:高槻福音自由教会献
堂式
1. 1954年1月:高槻福音自由教会設立総

会開催

2. 牧師:松見睦男師（1954～）、西本
一雄師（1958～）、前田栄三師
（1964～）、猶原宏師（1981～）



★高槻福音自由教会の信仰箇条『信徒の手引き』より

１．旧新約聖書を原典において何ら誤りなき、霊感され
た神の言であり、人間の救いについて神のみこころを完
全に啓示し、すべてのキリスト者の信仰と生活の神的、
究極の権威であることを信じる。

２．万物の創造主であり、無限に完全であり、父、子、
聖霊の三人格において永遠に存在される唯一の神を信じ
る。

３．イエス・キリストは聖霊によってやどり、処女マリ
ヤより誕生された真の神であり又真の人であること、又
聖書に示すとおり、十字架上にわたしたちの罪の犠牲
として死なれたことを信じる。そして主は死より肉体を
もって復活し、天にのぼり今は高き所にいます大能者の
右に座している大祭司および助け主であることを信じ
る。

４．聖霊のみわざが主イエス・キリストに栄光を帰し、
現在の時代においては人々に罪を認めさせ、信じる罪人
を新生させ、敬虔な生活と奉仕のために信者に内住し、
信者を導き、教え、力づけるものであることを信じる。

５．人間が神のかたちにつくられ、罪の中に堕落したた
めに失われているものであること、また人間は聖霊によ
る新生を通してのみ救いと霊的生命を与えられることを
信じる。

６．イエス・キリストの流された血と復活がすべて
信じる者の義認と救いのための唯一の基盤であり、
イエス・キリストを受け入れる者のみが聖霊により
新生して神の子となることを信じる。

７．水の洗礼および主の聖餐が現代の時代における
教会により守らるべき礼典であることを信じる。し
かしそれらは救いの手段としてみなされてはならな
い。

８．真の教会がイエス・キリストにある救いの信仰
を通し、聖霊により新生し、そのかしらであるキリ
ストの体に結合されているすべての人により構成さ
れるものであることを信じる。

９．真の教会の会員である者のみが地方教会会員資
格をもつものであることを信じる。

１０．イエス・キリストが教会の主であり、かしら
であること、またすべての地方教会がキリストのも
とに個々の業務を決定し、つかさどる権利をもつも
のであることを信じる。

１１．わたしたちの主イエス・キリストの御自身に
よる千年王国前の、切迫した再臨を信じる。この
「祝福に満ちた望み」は信者の個人的生活と信仰に
重大な意義をもつものである。

１２．死者の肉体の復活を信じる。信者は主ととも
なる永遠の祝福と喜びによみがえり、不信者はさば
きと永遠に意識する刑罰によみがえることを信じる。



第二部 キリスト教（聖書）教理入門
(私たちは何を信じているのか）

聖書

使徒信条

福音自由教会
「信仰箇条」

エリクソン著『キリスト教神
学』＆要約版



「聖書の中心的な流れ」における高槻福音自由教会の位置

参考文献:G.E.ラッド著、安黒務訳『終末論』
税込定価1944円→高槻セミナー特価1750円
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参考文献：宇田進著『福音主義キリスト教と福音派』
※「シカゴ・コール」含む
※絶版、コピー希望者は戸田さんまで



終末論

教会論

救済論

聖霊論

キリスト論

人間論

神論

啓示論

聖書解釈方法論

神学の輪郭とエッセンス

M.J.エリクソン著、安黒務他訳、『キリスト教神学』
1・2巻合本 3巻 4巻
M.J.エリクソン著、安黒務他訳、
『キリスト教教理入門』
※訳文は完成。現在、いのちのことば社で、
編集・校正中。信徒用。早期刊行、乞祈!


